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有 形 固 定 資 産

油 槽

機 械 装 置

構 築 物

利 益 剰 余 金
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第 ５４期 ＪＸ喜入石油基地株式会社

百万円 百万円

           7,708      

           6,868      

           840        

           410        

           430        

                      

                      

2                     

34                    

4                     

31         73         

                      

6                     

5                     

8          21         

           482        

                      

           482        

277        

128△       

           334 

一 般 管 理 費

営 業 利 益

当 期 純 利 益

経 常 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税および事業税

法 人 税 等 調 整 額

受 取 配 当 金

資 産 賃 貸 収 入

固 定 資 産 除 却 損

営 業 外 収 益

売 上 総 利 益

損　　益　　計　　算　　書

自  ２０１９年 ４ 月 １ 日

至  ２０２０年 ３ 月３１日

売 上 高

売 上 原 価

受 取 利 息

雑 収 入
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個　別　注　記　表

第５４期 ＪＸ喜入石油基地株式会社

（１）資産の評価基準および評価方法

① 有価証券の評価基準および評価方法

ア．子会社株式および関連会社株式

    移動平均法による原価法を採用しております。

イ．その他有価証券

時価のあるもの 期末日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により

算定しております。）

時価のないもの 移動平均法による原価法を採用しております。

② たな卸資産の評価基準および評価方法

     移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）を

　 採用しております。

（２）固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 　定額法を採用しております。

② 無形固定資産 　定額法を採用しております。

ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間

（5年）に基づく定額法を採用しております。

③ リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リ

ース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

（３）引当金の計上基準

① 貸倒引当金 　売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収

不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 　従業員に対する賞与の支払に備えるため、支給見込額のうち当事業年度に

負担すべき額を計上しております。

③ 修繕引当金 　将来の修繕費用の支出に備えるため、消防法により定期開放点検が義務付

けられた油槽に係る点検修理費用を期間配分し当期に対応する額を計上して

おります。

④ 役員退職慰労引当金 　役員に対する退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく期末要支給額

を計上しております。

⑤ 退職給付引当金 　従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務および年金

資産の見込額に基づき、当期末において発生していると認められる額を計上

しております。

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
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　数理計算上の差異は、発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一

定の年数（5年）による定額法により按分した額を、発生年度の翌事業年度

から費用処理しております。

（４）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

① 消費税等の会計処理 　税抜方式を採用しております。

② 連結納税制度の適用 　連結納税制度を適用しております。

（１）有形固定資産の減価償却累計額 百万円

（２）関係会社に対する金銭債権および金銭債務

　　　（ア）① 金銭債権

ア．売掛金 百万円

イ．未収入金 百万円

　　　（ア）② 金銭債務

ア．未払金 百万円

イ．未払費用 百万円

関係会社との取引高

① 営業取引

ア．売上高 百万円

イ．仕入高 百万円

ウ．売上原価および一般管理費 百万円

② 営業取引以外の取引 百万円

（１）当事業年度の末日における発行済株式の数 株

（２）当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項

配当金の総額
　　　 　百万円

効力発生日

2019年6月20日132

株式の種類

２．貸借対照表に関する注記

３．損益計算書に関する注記

856

37

66,064

3

196

37

４．株主資本等変動計算書に関する注記

7,705

254

494

1株当たり配当額
　　　　　　 円

普通株式

決議

1,200,000

2019年6月20日
定時株主総会

110
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（１）繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

修繕引当金 百万円

貸倒引当金

賞与引当金等

退職給付引当金

関係会社株式

その他

繰延税金資産　小計 百万円

評価性引当額 百万円

繰延税金資産　合計 百万円

繰延税金負債

固定資産圧縮積立金 百万円

その他

繰延税金負債　合計 百万円

繰延税金資産の純額 百万円

（１）金融商品の状況に関する事項

当社は、資金計画に照らして、余裕資金発生時には、ＪＸファイナンス株式会社に運転資金を預託す

るとともに、運転資金必要時にはＪＸファイナンス株式会社より借入を受けております。

営業債権である売掛金は、親会社に対するものであります。また、未収入金は、関係会社に対するも

のが主であり、他の取引先に対する一部の残高については、取引先ごとに期日および残高を管理すると

ともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

投資有価証券は、業務上の関係を有する企業の株式であり、市場変動のリスクに晒されております。

このため、四半期ごとに時価の把握を行うとともに、保有状況を継続的に管理しております。

営業債務である買掛金、並びに未払金は、そのほとんどが3ヶ月以内の支払期日であります。

借入金は、設備投資に係る資金調達を目的として、ＪＸファイナンス株式会社より固定金利および変

動金利で借り入れております。

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格が無い場合には合理的に算定された価

額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等

を採用することにより、当該価額が変動することがあります。

46

 1

1,874

1

36

190

1,601

1,875

△ 163

46

６．金融商品に関する注記

2,038

117

0

５．税効果会計に関する注記
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（２）金融商品の時価等に関する事項

2020年3月31日における貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおりであ

ります。なお、関係会社株式（貸借対照表計上額275百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシ

ュ・フローを見積ることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、次表には含ま

れておりません。

(1)  現金預金

(2)  預託金

(3)  投資有価証券

(4)  １年内返済の長期借入金

(5)  未払金

(6)  長期借入金

(*) 負債に計上されているものについては、( )で示しております。

（注1）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

(1) 現金預金、(2) 預託金、(5) 未払金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっ

ております。

(3) 投資有価証券

この時価について、株式は取引所の価格によっております。

なお、有価証券はその他有価証券として保有しており、これに関する貸借対照表計上額と取得

原価との差額は以下のとおりです。

(4) １年内返済の長期借入金、　ならびに (6) 長期借入金

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率

で割り引いて算定する方法によっております。変動金利による長期借入金は短期間で市場金利が反

映されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。

なお、長期借入金の決済日後の返済予定額は以下のとおりです。

（１）賃貸等不動産の状況に関する事項

10         (785)

87

(775)

3

87

(2,115) -          (2,115)

取得原価

71
貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの
株式

種類

16

長期借入金

貸借対照表
計上額

（単位：百万円）
貸借対照表
計上額(*)

（単位：百万円）

1年以内
1年超

5年以内
5年超

10年以内
10年超

132 528 246 －

７．賃貸等不動産に関する注記

-          

-          

3

差額

（単位：百万円）

時価(*) 差額

1,885 1,885 -          

(132) (137) 5          

87
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当社では、倉庫等の保有施設の一部を賃貸しております。

（２）賃貸等不動産の時価等に関する事項

（注1）貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額および減損損失累計額を控除した金額であ

ります。

（注2）当期末の時価は、主として「固定資産税評価額」に基づいて自社で算定した金額であります。

（１）親会社および法人主要株主等

（注） 1 上記金額のうち、取引金額には消費税等は含まれておりません。

2 取引条件ないし取引条件の決定方法

*1 売上高（基地運営料金等）については、「喜入基地作業委託契約書」に基づき、別に

定めた対象経費にマージンを加算した金額によっております。

（２）兄弟会社等

（注） 1 マイナス表示は出金を表しています。尚、取引金額には消費税等は含まれておりません。

2 取引条件ないし取引条件の決定方法

*1 資金の預託および借入については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しており

ます。当社は余裕資金発生時にはＪＸファイナンス㈱に運転資金を預託するとともに、

運転資金必要時には返済・借入を受けております。よって、取引金額については、そ

れぞれネット表示しております。

（１）１株当たりの純資産額 円 銭

（２）１株当たりの当期純利益 円 銭

グルー
プ金融

百万円

132

775

1,885

132

長期借入金

百万円

預 託 金△ 430

資 金 の 返 済

資金の入出金

９．１株当たり情報に関する注記

８．関連当事者との取引に関する注記

１０．重要な後発事象に関する注記

8,356

関係内容

役員の
兼任等

事業上
の関係

期末残高取引金額

278

54

40

親会社
の

子会社
なし なし

ＪＸ
ファイナンス

株式会社

*1

期末残高

253

貸借対照表計上額 時　価

183

兼任
２人 売 掛 金

科目事業上
の関係

取引金額役員の
兼任等

属性
会社等
の名称

*1

（単位：百万円）

１ 年 内 返 済
の長期借入金

百万円

856売 上 高

属性

議決権等
の所有

(被所有)
割合

百万円

7,685
親会社

ＪＸＴＧ
エネルギー
株式会社

被所有
直接100%

関係内容

議決権等
の所有

(被所有)
割合

取引の
内容

会社等
の名称

取引の
内容

当社
設備の
利用者

科目
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該当事項はありません。

（１）記載金額

百万円未満を切り捨てて表示しております。

（２）資産除去債務

当社喜入基地の桟橋設備等については、鹿児島県港湾管理条例の規定により原状回復義務を有して

おり、これが資産除去債務の対象であることは認識しておりますが、当該資産除去債務については、

事業年度の末日現在において入手可能な全ての証拠を勘案して最善を尽くしても、履行時期の予測

および除去費用の負担額の合理的な見積もりが困難であることから計上しておりません。

１１．その他の注記
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